
平
成
二
十
七
年
度
決
算

議
決

一
、
本
件
決
算
は
、
こ
れ
を
是
認
す
る
。

二
、
内
閣
に
対
し
、
次
の
と
お
り
警
告
す
る
。

内
閣
は
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
結
果
を
本
院
に
報
告
す
べ
き
で
あ
る
。

１

内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
本
府
に
お
い
て
、
組
織
の
新
設
・
統
廃
合
に
伴
う
物
品
検
査
が
適
切
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
五

十
万
円
以
上
の
機
械
等
の
重
要
物
品
が
物
品
管
理
簿
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
物
が
確
認
で
き
な
い

事
態
な
ど
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
度
末
の
重
要
物
品
二
百
八
十
四
個
六
十
九
億
円
分
の
管
理
が
不
適
切
な
状
態
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
、
会
計
検
査
院
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
物
品
を
適
切
に
管
理
す
る
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
再
発
防
止
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
電
子
タ
グ
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
な
ど
、
物
品
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
よ
う
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

２

東
日
本
大
震
災
に
係
る
復
旧
工
事
等
に
関
し
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
平
成
二
十
三
年
七
月
以
降
に
発
注
し
た

複
数
の
舗
装
災
害
復
旧
工
事
に
お
い
て
、
入
札
参
加
業
者
に
対
す
る
排
除
措
置
命
令
等
が
採
ら
れ
、
関
係
者
が
刑
事
責
任

を
問
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
等
が
発
注
し
た
施
設
園
芸
用
施
設
の
建
設
工
事
に
お
い
て
も
、
工
事



業
者
に
対
す
る
排
除
措
置
命
令
等
が
採
ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
談
合
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
関
係
機
関
に
お
け
る
綱
紀
粛
正
と
事
業
の
適
正

な
執
行
を
一
層
図
る
と
と
も
に
、
監
督
体
制
を
強
化
す
る
な
ど
再
発
防
止
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

３

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
の
贈
収
賄
事
件
を
始
め
と
す
る
不
正
事
案
が
相
次
ぎ
、

二
十
六
年
六
月
に
本
院
が
警
告
決
議
に
よ
り
是
正
を
促
し
、
不
正
腐
敗
防
止
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
後
も
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ペ
ル
ー
等
に
お
い
て
、
受
注
企
業
に
よ
る
過
大
請
求
な
ど
、
不
正
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
再
発
防
止
策
を
講
じ
た
後
も
不
正
事
案
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
執
行
監
視
体
制
の
厳
格

化
や
不
正
に
関
与
し
た
企
業
に
対
す
る
罰
則
強
化
、
相
手
国
政
府
と
の
連
携
強
化
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
更
な
る
再

発
防
止
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

４

文
部
科
学
省
職
員
の
再
就
職
に
関
し
て
、
歴
代
事
務
次
官
等
の
幹
部
職
員
や
人
事
課
職
員
が
関
与
し
た
組
織
的
な
再
就

職
の
あ
っ
せ
ん
等
が
行
わ
れ
、
六
十
二
件
の
国
家
公
務
員
法
に
違
反
す
る
行
為
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で

あ
る
。



政
府
は
、
組
織
的
な
規
制
違
反
に
よ
り
国
民
の
信
頼
を
著
し
く
損
ね
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
文
部
科
学
省
に
お
い

て
硬
直
化
し
た
人
事
慣
行
や
組
織
体
制
を
見
直
す
な
ど
抜
本
的
な
再
発
防
止
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
全
府
省
に
お
い

て
同
様
の
事
案
が
な
い
か
徹
底
的
な
調
査
を
行
い
、
再
就
職
等
規
制
の
実
効
性
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

５

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
及
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
不
適
正
な
会
計
経
理
に
関
し
、
本

院
が
警
告
決
議
等
に
よ
り
是
正
改
善
を
促
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
及
び
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
加
盟
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
お
い
て
、
不
適
正
な
会
計
経
理
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
及
び
複
数
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
お
い
て
依
然
と
し
て
不
適
正
な
会
計
経
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

重
く
受
け
止
め
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の
業
務
体
制
を
改
善
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
お
け
る
不
正
防
止
体
制
の
整
備
状

況
を
調
査
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
を
一
層
促
す
な
ど
、
不
適
正
な
会
計
経
理
の
防
止
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

６

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
（
商
工
中
金
）
の
危
機
対
応
業
務
に
お
い
て
、
顧
客
か
ら
受
領
し
た
資
料
の
改
ざ
ん
等

に
よ
り
、
全
国
三
十
五
支
店
で
百
九
十
八
億
円
に
上
る
不
正
な
融
資
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
内
部
監
査
で
不
正
の
一
部

が
発
覚
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。



政
府
は
、
危
機
対
応
業
務
に
お
け
る
不
正
行
為
が
、
過
去
数
年
に
わ
た
り
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
た
事
態
を
重
く
受
け

止
め
、
全
容
解
明
を
早
急
に
行
わ
せ
、
商
工
中
金
に
対
す
る
指
導
監
督
の
強
化
な
ど
再
発
防
止
を
徹
底
し
、
融
資
を
適
切

に
実
行
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

７

福
島
県
内
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
除
染
事
業
を
め
ぐ
り
、
環
境
省
福
島
環
境
再
生
事
務
所
の
職
員
が
下

請
受
注
の
便
宜
を
図
っ
た
疑
い
に
よ
り
収
賄
罪
で
起
訴
さ
れ
た
こ
と
、
除
染
廃
棄
物
の
不
法
埋
設
事
案
等
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
に
お
い
て
違
法
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
事
態
の
発
生
要
因
の
解
明
を

十
分
に
行
う
と
と
も
に
、
職
員
へ
の
倫
理
指
導
の
徹
底
、
組
織
管
理
体
制
の
見
直
し
、
共
同
企
業
体
等
へ
の
監
督
強
化
を

図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
再
発
を
防
止
し
、
除
染
事
業
を
適
切
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。


